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Vitis flexuosa Thunb. is a common wild grape species distributed in cool regions in Japan, including 

Honshu, Shikoku, and Kyushu. Although its distribution has been confirmed in Amami, there is very little 

information about its distribution in Okinawa Island. This species was found near the mountains in the northern 

region of Okinawa Island, and leaf shapes were measured. 

 

【目的】 

日本には現在 7 種 8 変種の野生ブドウの自生が確認されており（中川ら 1991）、その中のサンカク

ヅル（別名ギョウジャノミズ。Vitis flexuosa Thunb.）は冷涼な気候を好み、東北地方から中部地方にか

けては平地から低山地に、近畿、中国、四国、九州地方では低山地から山地に自生している。また、中

国大陸、朝鮮半島、台湾にも分布が確認されており、亜熱帯地域の台湾では高山地（霧社）に自生して

いるが、沖縄での分布の報告は情報不足である（中川ら 1991）。いくつかの文献に沖縄での自生を示す

ような記述があったため、沖縄本島および離島で現地調査を行った。 

【材料と方法】 

1） 文献、インターネットでの調査および現地調査：インターネットでサンカクヅルについて調べたと

ころ、伊江村教育委員会刊行の「伊江島の植物図鑑」と沖縄電力主催「第 37 回沖縄青少年科学作品展」

に記載が見られた。伊江島の植物図鑑に自生が確認されたとしている「湧出（ワジー）」と、沖縄本島

北部の 400m 以上の山（嘉津宇岳、八重岳、与那覇岳）周辺で自生地確認を行った。 

2） 葉の測定：Galet（1979）の測定方法を基に、採取したサンカクヅルの成葉の各部位を測定した。比

較として香川大学農学部附属農場ガラス室内で栽培しているサンカクヅルおよび香川県高松市塩江町

の自生株から成葉を採取して、同様に測定した。 

 【結果と考察】 

1） 「伊江島の植物図鑑」に記載された場所を調査したところ、湧出は海岸で日当たりが良く、気温も

高く、サンカクヅルの自生しているような場所とは思えず、サンカクヅルも確認できなかった。後日、

伊江村教育委員会に「サンカクヅル」と同定した植物の写真を確認させてもらったところ、ノブドウ

（Ampelopsis 属）であった。「第 37 回沖縄青少年科学作品展」で扱われた植物材料が何であったのか

は正確にわからなかったが、作品内容を紹介しているホームページに掲載されている写真はノブドウ

のようであった。沖縄本島の 3 つの山のうち、嘉津宇岳（名護市）と八重岳（本部町）周辺は日当た
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りが良く、サンカクヅルは確認できなかった。与那覇岳（国頭村）周辺には木々がうっそうとして日陰

ができている場所で、樹に登攀しているサンカクヅル株を発見した。 

2） Galet のコード番号は、三者で近い値となり、心臓型であることがわかった（第 1 図、第 1 表）。葉

身長に対する主脈長の比では塩江町のサンカクヅルが最も小さい値となり、他の二者より葉柄裂刻が

深く、鋸歯長/鋸歯基部幅の比（SL/SW）は国頭村のものが大きな値となり、他の二者より鋸歯が大き

かった。 

以上のことから、沖縄のサンカクヅルは葉柄裂刻が浅く、鋸歯は大きいことがわかった。また、もと

もとの自生地が塩江町で同じであったにも関わらず、香川大学のサンカクヅルの葉柄裂刻は有意に浅

かったことから、葉柄裂刻の深さは生育期間の気温が関わっているのではないかと考えられた。 

 

 

Sampling place ABC-r-S1S2 L1/L SL/SW 

Okinawa (Kunigami-son) 357-6-00 0.97±0.01y 0.46±0.03 

Kagawa (Shionoe-cho) 357-7-01 0.93±0.01 0.23±0.01 

Kagawa (University Farm) 346-6-00 0.98±0.01 0.28±0.04 
z: A: L2/L1, B: L3/L1, C: L4/L1, L: leaf length L1: midvein length, L2: superior lateral vein length, 

L3: inferior lateral vein length, L4: petiolar vein length, r: L/leaf width, SL: serration length, 

SW: serration width, S1: angle between midvein and inferior lateral vein, S2: angle between 

midvein and petiolar vein. 
y: Average ± standard error. 

A B C

Fig. 1.  Leaves  of  Vitis  flexuosa  Thunb.  growing in (A) Kunigami-son (Okinawa), (B) 

Shionoe-cho (Kagawa), and (C) University Farm of Kagawa University (in a 

greenhouse). 

Table 1.  Leaf shape of Vitis flexuosa Thunb. growing in Okinawa and Kagawa as determined  

by Galet's methodz (Galet 1979). 
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